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研究成果の概要 

本研究の目的は, 混合整数半正定値最適化問題に対して高速かつ汎用的な解法の開発をする

ことである. 混合整数半正定値最適化問題は離散変数と半正定値制約を有する最適化問題であ

り, 離散性と半正定値制約を用いて現実に現れる多くの最適化問題を統一的に記述できる. しか

しこの問題に対する解法の研究は未成熟の段階にあり, 大規模な混合整数半正定値最適化問題

を計算機で解くことは事実上困難な状況にある. 

第 2年次は, 第 1年次に引き続いて混合整数半正定値最適化問題として定式化される基数制

約つき分布ロバストポートフォリオ最適化モデルの研究に取り組んだ. このモデルに対する解法は

第 1年次に開発済みであるため, 第 2年次では基数制約付き分布ロバストポートフォリオ最適化モデ

ルが既存のロバストポートフォリオ最適化モデルよりも優れた性能を示すのか精緻な検証を行った. 日

本と米国の株式のデータを用いた実験結果では, 特に投資対象の候補資産数が多数のデータセ

ットの場合では基数制約つき分布ロバストポートフォリオ最適化モデルが収益率とリスク尺度両面

で高い性能を実現し, 既存のポートフォリオ最適化モデルに対する優位性が確認された. これらの

成果は第 1年次の成果とあわせて, 数理最適化とオペレーションズ･リサーチに関する国際会議

で発表し, また国際学術雑誌に論文が採録された.  
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